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高校生の国際研修旅行経験による国際的資質の向上
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本研究の目的は， 日本の高校生を対象に，国際研修旅行の経験が異文化理解やコ ミュニケーション能力などを含

む国際的賓質を高めるかどうか検討することであった。シンガポールでの 3泊 5日の研修旅行を経験した高校生

246人に対し，国際的脊質を測定する質問紙調査を実施した。その結果，自国に対する理解や外国人に対する親和

性，国際交流への梢極性などの国際的打質において，旅行前の得点よりも旅行後の得点が高かった。これら結果に

関する教育への応用や今後の課題について考察された。
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The purpose of this study was to investigate the effect of oversea school trip on students'international 

disposition such as cross-cultural understanding and・  communication competence among Japanese high school 

students. 246 high school students who participated in five day trip t s・ o mgapore answered the questionnaire 
regarding mternat1onal disposition. The results showed that some of th e scores of international disposition such 

as the deeper understanding of their own country, th l e c oseness toward foreigners, and the positive attitude 

toward global communication increased in the post test. Implication and future research direction for the global 

education are briefly discussed. 
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問題と目的

近年，国際理解や国際協力に関する教育活動の重要

性が指摘されている。文部科学省 (2005)は，従来の

国際理解教育が外国や異文化の「理解」に留まったこ

とに対する反省から，「国際教育」を定義し，その充

実に対する具体的方策を提唱している。その中で，国

際教育は「国際社会において，地球的視野に立って，

主体的に行動するために必要と考えられる態度・ 能力

の基礎を育成するための教育」と定義され，特に主体

性や発信力を重視している。国際教育充実のための具

体的方策の 1つとして，直接的な異文化体験の重視が

示され，特に高校生における留学や海外研修旅行の重

要性が示されている（文部科学省， 2005)。こうした

中，高校生を対象とした外国への研修旅行の実態に関

する統計資料（全国修学旅行研究協会， 2013)による

と，平成24年度において，修学旅行以外で海外へ3か

月未満の研修旅行を実施している高等学校は約1,000

校あり， 3万人以上の生徒が参加している。旅行先と

してはオセアニアが最も多く，北米とヨーロッパ，東

南アジアが続き，東南アジアの中ではシンガポールが

最も多いことが明らかとなっている。また研修内容と

しては，約7割が語学研修やホームステイであり，次

いで国際交流と国際理解，学校間の交流が挙げられて

いる。

国際教育の重要性が各種指針や統計資料の形で示さ

れる社会的状況に並行して，国際教育の実践に関する

効果を測定するための尺度が開発され，一部の実践研

究では作成された尺度に基づく効果の検証が行われて

いる。岩田 (1989)は大学生を対象に，反自民族優秀

性，異文化体験指向，地球運命共同体意識，そして国

家不要意識の4因子から構成されたコスモポリタニズ

ム尺度を開発している。また西田 (1996)は，異文化

コミュニケーションを測定する項目として，不安，不

確実感，自民族中心的傾向，偏見，接近と回避の傾向，

マインドフル，曖昧性に対する許容能力，感情移入，

行動の適応能力，コンフリクトの管理能力の10の概念

について，それぞれ6つずつ質問項目 (5件法）を作

成している。さらに，鈴木• 坂本•森• 坂本・高比

良・足立．勝谷・小林・橿淵• 木村 (2000)は，日本

ユネスコ国際委員会 (1982)の国際理解教育における

基本方針（「人権の諒重」，「他国文化の理解」，「世界

連帯意識の育成」）に「外国語の理解」を加えた 4つ

の基本目標に基づき，各方針に対応した 4つの尺度を

開発し，それらを総称した国際理解尺度 (IUS2000)

を開発している。中学生から大学生を対象とした質問

紙調査により，人権の尊重に関する尺度（「他国民・

他民族に対する感情」と「平等意識」下位尺度各8項

目より構成），他国文化の理解に関する尺度（「理解」

(10項目），「関心」 (8項目）と「共感性」 (6項目）

下位尺度より構成），世界連帯意識に関する尺度（「人

類の共通課題への関心，認識」 (IO項目）と「国際的

協力機構への協力的な態度」 (6項目）下位尺度より

構成），そして外国語の理解（「理解」と「関心」下位

尺度各8項目より構成）に関する尺度の4尺度（計72

項目）が開発された。尺度の信頼性を検証するために

Cronbachのaと再検査信頼性が算出されたほか，国

際情勢や他国・外国語に関する一般的知識と正の関連

が認められ，一応の信頼性と基準関連妥当性が確認さ

れている。本尺度の一部を用いて，高校生の修学旅行

前後における国際理解の変化が検討されており，研修

旅行先として国内を選択した高校生に比べ，シンガポ

ールヘ旅行した生徒の「他国民•他民族に対する感情」

ならぴに「平等意識」が高まることが示されている

（相川， 2007)。

国際教育の効果検証にこれら尺度が用いられている

一方，既存の尺度が国際教育の指標として適している

かどうかについては十分な議論が行われておらず，尺

度の信頼性や妥当性の問題，また測定する概念の定義

や構成要素については，課題も多く残されている。例

えば文部科学省 (2005)は，初等中等教育段階のすべ

ての子どもにおける次の 3つの能力の育成，すなわち

①異文化や異なる文化をもつ人々を受容し，共生する

ことのできる態度・能力，②自らの国の伝統・文化に

根ざした自己の確立，③自らの考えや意見を自ら発信

し，具体的に行動することのできる態度・能力，の育

成の必要性を示している。また木本 (2011)は，様々

な国から訪れた同年代の子どもたちと交流した後に本

邦の児童に対して行われたアンケートやインタビュー

の結果から，国際交流体験において，児童が①異文化

体験を通じて自国文化に意識が向くことによる，外へ

の興味の拡大に比例した自己への視点の深まり，②異

文化間のコミュニケーション能力（相手に向きあい理

解し合おうとする態度の重要性），③異文化に対する

実用的な知恵や対処法，の 3つの要素を学んでいるこ

とを明らかにしている。

こうした提言や先行研究は，国際教育において，交

流中に生じる問題や葛藤を様々な方法を用いて解決す

る能力のみならず，交流を通じて他国文化の理解だけ

でなく自国の文化に対する理解や気づきが起こること

’
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の韮要性を示唆している。国際教育や国際交流体験の

教育効果を測定する際には，従来の尺度内容のみなら

ず，こうした要素を含める必要があろう。

以上より，本研究の目的は，先行研究の問題点を踏

まえ， ① 「異文化への理解ならびに自国文化の理解」，

② 「外国語コミュニケーション能力」， ③ 「他者との

協同的問題解決能力」，そして④ 「海外• 国際交流へ

の積極性」の4つの観点から国際的資質を測定する項

目群を用い，高校生を対象とした海外研修旅行による

国際的預質向上の有無を検討することである。この目

的を達するため，本研究では鈴木他 (2000)の国際理

解教育尺度を参考に，国際的査質を測定できるよう ，

項目の検討と必要に応じた追加を行う。また本研究に

おいては，シンガポールを訪問先とした研修旅行にお

いて，上記尺度を用いて旅行前後における国際的究質

得点の変化を測定する。研修旅行先としての束南アジ

アは北米やオセアニアに比べて選択される比率が低い

が（全国修学旅行研究協会， 2013),平成23年度にお

いて，シンガポールは研修旅行先としてアジアでは韓

国や中国に次いで 3番目に多く （文部科学省， 2012),

この 3か国の中で唯一英語を公用語とする国でもある。

日常行われる外国語学習の成果を評価するという観点

からも，外国語コミュニケーション能力を含む国際的

査質という観点から成果を測定することは有意義であ

ろう。

方 法

対象者

国立大学附屈高校に在籍する高校 2年生246名を対

象とした。

実践の内容

2013年11月に行われた，シ ンガボールヘの 3泊 (5

日）の研修旅行であった。現地滞在の 3日間のうち，

1日は現地提携裔校の生徒との交流， 2日間は班ごと

に交通状況や商品流通，自然災害の比較や水I問題など

をテーマとするフィールドワークを実施した。

調査時期と方法

研修旅行の前後に， 下記の内容を含む質問紙調査を

実施した。調査実施にあたっては，学級担任による質

問紙の配布，教示ならぴに回収が行われた。

質問紙の構成と内容

国際的査質を測定する尺度 鈴木他 (2000)の国際

理解教育尺度について，中学校や泊j等学校の教師なら

びに心理学 ・教育学を専門とする大学教貝計JO名程度

を交えて，その内容を検討した。その結果，項目数の

多さに伴う調査対象者の負担に関する指摘を受け，一

部項目を抜粋して用いるとともに，本研究の目的に合

致するよう，新たに項目の追加を行った（追加した項

目については， TablelからTable4に記載）。「異文化

への理解ならびに自国文化の理解」においては，その

後者の概念を表現する 5項目を追加した。「外国語コ

ミュニケーション能力」については従来の興味ならぴ

に関心の下位尺度に加え，アサーションなどの具体的

スキルや話を聴く態度などの 6項目を追加した。 「他

者との協同的問題解決能力」については，他者との協

同的問題解決を測定できるよう，多様な対象との様々

な状況における協力に関する 5項目を追加した。そし

て「海外• 国際的交流への積極性」においては本研究

において独自の 7項目を作成した。合計49項目につい

て，いずれも「あてはまる (5)」，「どちらかという

とあてはまる (4)」,「どちらともいえない (3)」,

「どちらかというとあてはまらない (2)」, 「あてはま

らない (1)」の5件法で回答を求めた。

士
口係 果

国際的資質尺度の尺度構成

本研究において作成した国際的脊質を測定する 4つ

の尺度について因子分析を行った。まず，各尺度につ

いて主因子法による因子数の推定を行った。固有値の

減衰状況より，異文化・ 自国文化理解尺度と外国語コ

ミュニケーション能力尺度は4因子， 他者との協同的

問題解決能力尺度と海外 • 国際交流への積極性尺度は

l因子を採択した。前者についてはプロマ ックス法に

よる因子軸の回転を行った。後者については回転を行

わず，第 1因子に対する因子負荷屈のみを多が出した。

異文化・自国文化理解尺度においては 4つの因子が

見いだされ， いずれの因子に対しても.35未満の因子

負荷倣を示した項目や複数の因子に対して.30以上の

負荷批を示した項目を削除した結果， 14項目が採用さ

れた (Table1)。第 1因子は，「いろいろな国の人た

ちと知り合いになるのは楽しい」，「多くの外国人と友

達になりたいと思う」などの4項目に対する負荷拭が

高く， 「外国人への親和性」と命名された。第2因子

は，「日本はすばらしい国だと思う」と「日本人であ

ることを誇りに思う」の2項目に対する負荷批が高く，

「自国理解」と命名された。笙3因子は，「投しい国の

人ならば，意見が軽視されること もあってもやむをえ

ない（逆転項目）」や「各国に見られる独自の習恨を

-21-
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Table 1 異文化・自国文化理解尺度の因子分析結果

因子負荷量
平均値 (SD) 共通性

Fl F2 F3 F4 

Fl 外国人への親和性 (a=.86) 

2. 感 いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽しい

3. 感 多くの外国人と友達になりたいと思う

1. 感 R 外国人とはあまり話をしたくない

13. 関 海外に行ったら，地元の人の習恨に触れたいと思う

F2 自国理解 (a=.89) 

11. ※ 日本はすばらしい国だと思う

12. ※ 日本人であることを誇りに思う

F3 多文化尊重 (a=.69) 

5. 平 R 貧しい国の人ならば，意見が軽視されることがあってもやむをえない— .09

4. 平 R 出身国によって待遇に差があってもやむをえないと思う— .07

20. 共 各国に見られる独自の習恨を尊重したい .15 

6. 平 R ある民族がほかの民族より劣っていると考えてはいけないと思う 一.07
19. 共 異なる文化に触れることは，興味深い体験だと思う .27 

F4 外国文化への興味• 関心 (a=.59) 

7 • 理 外国で起きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明できる

8. 理 R 世界の主な宗教の特色を説明できない

10. ※ 日本の伝統的習恨を説明できる

除外された項目

9 • 理 外国で信仰されている宗教をいくつか挙げることができる

14. 関 R 外国の伝統文化を紹介するような番組は見ない

15. 理 世界にどのような宗教があるか知りたい

16. ※ 日本の独自の文化や歴史をもっと知りたい

17. ※ 日本の独特な習慣を大事にしたい

18. 共 R 外国の文化を理解したいとは思わない
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注：鈴木他 (2000)の尺度の内容は下記の通り

感：他国民・他民族に対する感情

平：平等意識

理：理解

関：文化への関心

共：共感性

※本研究において新たに追加された項目

R: 逆転項目

導重したい」などの 5項目に対する負荷抵が高く，

「多文化尊重」と命名された。第4因子は「外国で起

きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明でき

る」や「世界の主な宗教の特色を説明できない（逆転

項目）」などの 3項目に対する負荷量が高く，「外国文

化への興味• 関心」と命名された。第4因子までの累

積寄与率は53.42%であった。

外国語コミュニケーション能力尺度においても 4つ

の因子が見いだされ，異文化・自国文化理解尺度同様

の手続きを行った結果， 10項目が採用された (Table

2)。第 1因子は，「自分の言いたいことを英語などの

外国語で表現できる」と「英語などの外国語で書かれ

因子間相関

Fl 

F2 

F3 

.16 .42 

.16 

.19 

.13 

.18 

た新聞や雑誌が読める」の 2項目に対する負荷量が高

<'「英語力」と命名された。第2因子は「相手の気

持ちを理解しようとする」や「他人の意見を聞ける」

などの 3項目に対する負荷批が高く，「他者理解」と

命名された。第 3因子は「自分の考えと異なる人に対

して，自分の意見が言える」と「自分の意見をきちん

と主張できる」の 2項目に対する負荷批が高く，「ア

サーション」と命名された。第4因子は，「今後，さ

まざまな国の言語を学ぶ気はない（逆転項目）」や

「外国語で宙かれた新聞や雑誌に関心がない（逆転項

目）」などの 3 項目に対する負荷最が高<'「興味• 関

心」と命名された。第 4因子までの累積寄与率は
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Table 2 外国語コミュニケーション能力尺度の因子分析結果

因子負荷砿

Fl F2 F3 F4 
平均値 (SD)共通性

Fl 英語力 (a=.90) 

22. 理 自分の言いたいことを英語などの外国語で表現できる

21. 理 英語などの外国語で柑かれた新聞や雑誌が読める

F2 他者理解 (a= .74) 
31. ※ 相手の気持ちを理解しようとする

28. ※ 他人の意見をIHIける

32. ※ 言業以外の手段でも相手の気持ちがわかる

F3 アサーション (a=.80) 

29. ※ 自分の考えと異なる人に対して，自分の慈見を言える

27. ※ 自分の意見をきちんと主張できる

F4 典味• 関心 (a=.61) 

26. I閲 R 今後，さまざまな国の言語を学ぶ気はない

24. I刈 R 外国語で牲かれた新聞や雑誌に関心がない

25. I対 R 今後，外目誦検定（英検，仏検， TOEFL,TOEICなど）を受験しようとは息わない
除外された項目

23. 理 R 外国人から英語で話しかけられたとき，答えることができない

30. ※ 他人の意見と自分の意見との相違がわかる

注：鈴木他 (2000)の尺度の内容は下記の通り

理 ：理解

関：関心

※本研究において新たに追加された項目

R: 逆転項目

CJ .01 .05 -.10 2.80 .03 -.05 .07 2.79 

—.OJ > 10 -.01 3.95 
-.03 .18 .00 3.89 

.08 .01 .02 3.73 

-.08 .02 C!] .06 3.71 
.08 .01 -.05 3.50 

-.11 .06 

-04 [ill'・" .29 -.03 .01 3.23 

-.02 -.05 .05 3.84 

2.82 

4.00 

因子間相関

Fl .20 .15 .37 

F2 .42 .16 

F3 .14 

Table 3 他者との協同的問題解決能力尺度の因子分析結果

38. 協 開発途上国の子どもたちが教育の機会に恵まれるよう支援していきたい

37. 協 世界の自然を守るために活動している機関を支援したい

41. ※ 困難に直而しても，人と協力して問題解決に取り組む

40. ※ 自分と意見や文化の背尿が異なる人と協力できる

39. ※ 困ったときに話し合って，アイデアを出そうと思う

34. IM.l R 世界平和の維持に関心がない

36. ※ 自分の町をきれいにするように努力するのは大切だ

33. I闘 地球温暖化を防止するために，みんなで努力をしていきたい

35. I刈 廃梨物による土壌 ・水 ・大気の汚染状況について知りたい

42. ※ 共通の問題を解決するためには，自分の慈見が通らなくても納得できる

注 ：鈴木他 (2000)の尺度の内容は下記の通り

関 ：人類の共通課題への関心 ・認識

協：国際的協力機構への協力的な態度

※本研究において新たに追加された項目

R: 逆転項目

負因荷子批 平均他

.77 4.00 

.73 381 

66 3.84 

.64 3.77 

.62 3.90 

.56 4.05 

.55 4.19 

.55 3.92 

.44 3.50 

.39 3.77 

(1.09) .91 

(1.11) .76 

(0.81) .82 

(0.84) .51 

(0.93) .30 

(0.91) .74 

(1.02) .62 

(1.19) .47 

(121) .45 

(1.15) .26 

(1.05) 

(0.78) 

(SD) 共通性

(0.83) .59 

(0.89) .53 

(0.76) .44 

(0.79) .41 

(0.77) .39 

(0.97) .32 

(0.77) .30 

(0.97) .30 

(1.02) .19 

(O 91) .15 

58.35%であった。

他者との協同的問題解決能力尺度については， 10項

目とも第 1因子に対する負荷批が高かった。第 1因子

に対する寄与率は36.16%であった (Table3)。同様

に，海外 • 国際交流への梢極性尺度も 7 項目に対する

負荷屈がいずれも高かった。第 1因子に対する寄与率

は30.08%であった (Table4)。

国際的資質尺度の信頼性

国際的貧質を測定する 4つの尺度について，信頼性

を測定するため，Cronbachの a係数 を鈴出した
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Table 4 海外•国際交流への積極性尺度の因子分析結果

因子
負荷批 平均値

(SD) 共通性

45. 将来，同僚として外国人と仕事をしたい

43. 海外へまた行きたい

47. 英語以外の外国語を学ぴたい

48. 同年齢の外国人が話せる程度に自分も英語を話せるようになりたい

49. 海外経験を経て，日本にいる外国人に話しかけやすくなった

44. 将来，結婚相手として日本人以外の国の人を選ぶことがある

46. 外国人は，自分の国に誇りを持っている

.77 

.65 

.55 

.54 

.45 

.40 

.36 

3.67 

4.27 

3.79 

4.38 

3.09 

2.82 

3.97 

(1.06) 

(1.08) 

(1.17) 

(0.86) 

(1.22) 

(1.23) 

(0.85) 

.59 

.43 

.30 

29 

20 

.16 

.13 

Table 5 国際的資質尺度の相関係数行列

異文化・自国文化理解 コミュニケーション能力

親和性自国理解多、岱 外目への興味関心 英語力
者
解
他
理
アサー
ション

味
心
興
閥

協同的

悶積極性
異文化・自国文化理解

外国人への親和性

自国理解

多文化尊重

外国への興味• 関心

コミュニケーション能力

英語力

他者理解

アサーション

興味•関心

他者との協同的問題解決能力

海外•国際交流への積極性

.18 .. 

(241) 

.s2・・ 
(241) 

.13・ 

(241) 

.41•• 

(240) 

.32** 

(241) 

.36** 

(241) 

.ss・・ 
(241) 

.42・・ 

(241) 

.67** 

(241) 

.06 

(243) 

.14• 
(241) 

.21・・ 

(241) 

.02 

(240) 

_33•• 

(241) 

.2s・・ 
(241) 

.08 

(241) 

,24•• 

(241) 

.09 

(241) 

_35•• 

(243) 

.06 

(243) 

.03 

(241) 

_19•• 

(240) 

.36 •• 

(241) 

.24●● 

(241) 
.46 •• 

(241) 

_53•• 

(241) 

.42 .. 

(241) 

.11 t 

(243) 

.11 

(243) 

.07 

(243) 

.32・・ 

(240) 

.27 .. 

(241) 

,31・・ 

(241) 

.22・・ 
(241) 

,29•• 

(241) 

.20・・ 

(241) 

.31・・ 

(243) 

.03 

(243) 

.10 

(243) 

_33•• 

(243) 

,29•• 

(240) 

.39 .. 

(240) 

.41・・ 

(240) 

.31・・ 

(240) 

.39 .. 

(240) 

.18●● 

(243) 

.16・ 

(243) 

.37 .. 

(243) 

.16・ 

(243) 

.21・・ 

(243) 

.63** 

(241) 

.28 .. 

(241) 

_53•• 

(241) 

.34•• 

(241) 

.21●● 

(243) 

.21 .. 

(243) 

.15• 
(243) 

.27 .. 

(243) 

.14* 

(243) 

.37 .. 

(243) 

.23•• 

(241) 

.45•• 

(241) 

.30** 

(241) 

.45●● 

(243) 

-.05 

(243) 

.31●● 

(243) 

.17 .. 

(243) 

.34 .. 

(243) 

.13・ 

(243) 

.12' 

(243) 

.42** 

(241) 

.60** 

(241) 

_39•• 

(242) 

.21・・ 

(242) 

.46 .. 

(242) 

.1s・ 
(242) 

.25•• 

(242) 

.42 .. 

(242) 

.27●● 

(242) 

.32 .. 

(242) 

.64・・ 

(241) 

-.02 

(241) 

.26・・ 

(241) 

.12t 

(241) 

.28●● 

(241) 

.11・ 

(241) 

.26・・ 

(241) 

.s2・・ 
(241) 

.36 .. 

(241) 

.43 .. 

(241) 

.. p<.Ol, •p<.05, t p<.10 

（ ）内はnを示す

対角線より右上は事前データ，左下は事後データの結果を．それぞれ示す。

|．fiRi'|rtnll:＇．9
,

；・・ー

．．．
 
＂・ー・
9
1
:
.

＇

(Table 1からTable4)。その結果，外国人への親和性

(a = .86), 自国理解 (a= .89), 英語力 (a= .90), 

他者理解 (a= .74), アサーション (a=.80)の各下

位尺度においては，概ね十分な a係数が得られた。ま

た他者との協同的問題解決能力尺度 (a= .84)なら

ぴに海外•国際交流への積極性尺度 (a =.73)にお

いても同様の結果が得られた。一方，多文化賑重

(a =.69), 外国文化への興味関心 (a= .59), 外国語

コミュニケーション能力尺度における興味• 関心

(a = .61)においては，やや低い値が得られたが，項
目数の少なさや逆転項目の割合を考慮し，このまま下

位尺度として採用した。

下位尺度間の関連

国際的資質尺度各下位尺度間の関連を明らかにする

ため，相関係数を算出した (Table5)。その結果，異

文化・自国文化理解尺度の下位尺度である外国人への

親和性と積極性尺度の間（事前事後の順にr=.64と

r=.67, いずれもp<.01), 同じく多文化膝重と協同的
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Table 6 研修旅行前後における国際的夜質尺度の得点比較

事前 事後 t検定結果

n 平均植 (SD) 平均値 (SD) df t値

異文化・自国文化理解

外国人への親和性 238 3.74 (0.96) 3.94 (0.88) 237 -4_99・・ 

自国理解 238 4.01 (0.88) 4.30 (0.78) 237 -5.57" 

多文化椋煎 238 4.06 (0.68) 4.03 (0.69) 237 0.82 

外国文化への典味.I渕心 238 3.15 (0.77) 3.31 (0.75) 237 -3.78" 

外国語能力

1;rn「tブJ 237 2.80 (1.04) 3.04 (0.96) 236 -5.33" 

他者理解 238 3.87 (0.69) 3.95 (0.70) 237 -2.10' 

アサーション 238 3.61 (0.89) 3.59 (0.85) 237 0.26 

典味 • 関心 238 3.59 (0.90) 3.62 (0.91) 237 -0.83 

他者との協同的問題解決能力 237 3.82 (0.59) 3.85 (0.64) 236 -0.88 

海外• 国際交流への梢極性 236 3.66 (O 68) 3.80 (0.72) 235 -4.31" 

"p<.01,'p<.05 

問題解決尺度の問 (r=.46とr=.53, いずれもp<.01),

コミュニケーション能力尺度の他者理解と協同的問題

解決尺度の間 (r=.42とr=.53,いずれもp<.01), 同

じく興味関心と積極性の間 (r=.42とr=.53, いずれ

もp<.Ol) に，事前と事後ともに中程度の正の関連が

認められた。

研修旅行前後の比較

研修旅行前後の国際理解尺度の得点を比較するため，

対応のあるt検定を実施した (Table6)。その結果，

異文化・自国文化理解尺度については外国人への親和

性 (t=-4.99, df=237, p<.01), 自国理解 (t=-

5.57, df= 237, p<.Ol), 外国文化への典味• 関心

(t= -3.78, df= 237, p<.01)が，外国語コミュニケ

ーション能力尺度については英語力 (t=-5.33, df= 

236, p<.01)と他者理解 (t=-2.10, df= 237, p<.05) 

が，加えて海外 • 国際交流への租極性尺度 (t=-

4.31, df= 235, p<.01)において有意差が認められ，

いずれも事前の得点より事後の得点が高かった。

考 察

本研究の目的は，国際的賓質をとらえる尺度を開発

し， 裔校生を対象とした海外研修旅行による国際的資

質向上の有無を検討することであった。

国際的資質尺度の検討

本研究では， 4つの観点から国際的筏賀をとらえる

各尺度について，因子分析を実施した。その結果，異

文化・自国理解尺度ならびに外国語コミュニケーショ

ン能力尺度においては4つの下位尺度が見いだされた。

異文化理解のみで構成された従来の尺度に自国理解に

関する項目を含めた項目群に対して因子分析を実施し

た結果，自国理解が下位尺度として見出された。同様

に外国語コミュニケーション能力尺度についても，従

来の理解や関心といった下位尺度に加え，他者理解と

アサーションの 2下位尺度が得られた。さらに他者と

の協同的問題解決能力尺度な らぴに海外 • 国際交流へ

の積極性尺度においては，因子が1つに集約された。

協同的問題解決能力尺度においては元尺度の 2下位尺

度の項目を含みつつ，新たに加えた項目に対する負荷

批も十分な値を示した。これらの結呆より，従来の尺

度に含まれていなかった自国文化の理解やそれを発信

するコミュニケーション能力などの概念を含んだ国際

的汽質の測定に対して，一定程度の役割を果たすもの

といえよう。項目群の内的一其性については， 一部下

位尺度において値が.70未満となり，十分な信頼性を

示すには至らなかった。項目数の少なさや逆転項目に

よって構成されていることが理由として考えられる。

この点は今後の課題であろう。

国際的資質下位尺度間の関連

国際的賓質尺度の各下位尺度の関連を相関分析によ

って検討した結果，事前と事後の両データに共通して

関連が大きかったのは，協同的問題解決能力と多文化

脈重ならびに他者理解，海外• 国際交流への積桓性と

外国人への親和性ならびに外国語コミュニケーション

への典味関心であった。

このうち，協同的問題解決能力と関連のみられた多

文化腺狐は特に平等意識や共感性を中心とした項目に

より構成されている。また，他者理解は相手の気持ち
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や意見を傾聴する項目群により構成されている。こう

した項目は，例えば社会科や国語科の教育内容，ある

いは道徳教育の内容と対応している。また，コミュニ

ケーション教育においては，心理学的観点から，社会

的スキル・トレーニングなどの実践も数多く提案され

ている（特に高校生を対象とした実践に関しては，原

田 (2014), 原田• 渡辺 (2011),石川 (2010)や石

川・田中・熊谷• 菅野• 初谷• 竹内• 平田・ 篠原・石

隈 (2009)などを参照のこと）。

一方，海外•国際交流への積極性と外国人への親和

性ならぴに外国語コミュニケーションヘの興味関心の

関連については，特にALT教育等を通じた外国人教

師との交流や外国語に対する学習意欲など，英語科を

中心とした実践の重要性を示唆していると考えられる。

小学校高学年における英語教育の必修化（文部科学省，

2008)により，義務教育における英語教育はより早期

から実施されるようになった。これを受け， 2012年度

の外国語活動等総実施時数のうち， ALT等を活用し

た時数の割合は，小学校において56.2%と（文部科学

省， 2014a),外国人教員による授業が広く行われるよ

うになった。一方で，中学校における同割合は20.7%,

高等学校（普通科）においては8.3%であり（文部科

学省， 2014b,c), 小中学校間における授業時間数の

大きな開きの影響が存在するとはいえ，両者の隔たり

は大きい。国際交流への積極性を高める点においては，

外国人との交流の機会を増やしたり，学習意欲を高め

るような授業展開が有効である可能性がある。ただし，

これら検討は相関分析によるものであるため，因果関

係に関して議論するには不十分である。今後知見の蓄

積が必要であろう。

研修旅行前後における国際理解尺度得点の変化

t検定の結果，外国人への親和性や自国に対する理

解，外国文化への興味• 関心，生徒本人が自覚する英

語力や国際交流への積極性など，異文化理解や自国文

化理解，コミュニケーションや積極性といった下位尺

度において，得点の有意な上昇が確認された。本研究

の調査対象となった高校生は， 3泊の研修旅行のうち

1日において，現地の同年代の生徒との交流を行った。

またその後の2日間は現地においてフィールドワーク

を行い，現地の状況や社会問題について理解を深める

活動を行った。特に英語を公用語とするシンガポール

において，同年代の生徒との交流やフィールドワーク

中に英語を用いた多くのコミュニケーションが，英語

に対する自己効力感を高めたことも考えられる。また

相川 (2007)は，修学旅行がもたらす海外に対するイ

メージの変化に関する知見（御堂岡， 1982)に基づき，

高校生を対象に，シンガポールの「人」に対するイメ

ージの変化を検討している。その結果，「社交的」や

「親しみやすい」といった項目において，イメージの

肯定的方向への変化が認められている。本研究におい

て認められた外国人に対する親和性の高まりは，これ

ら先行研究の結果と一致するものであり，海外研修旅

行においてもっとも一般的に認められる成果であるこ

とが示唆される。また，こうしたイメージの変容が，

国際交流への積極性の高さへ影響を与えたとも考えら

れる。各下位尺度における得点の変化は，それぞれが

相互に影響を及ぼしているという点も考慮する必要が

あろう。

本研究における興味深い結果は，海外研修旅行実施

に伴い，外国人への親和性や国際交流への積極性など

の対外的な興味関心の向上に加え，自国に対する理解

の向上も確認されたという点である。これは文部科学

省 (2005)や木本 (2011)が示すように，海外への渡

航経験が自国文化の理解やそれに根ざした自己の確立

を支える体験であることを示唆している。世界へ目を

向けた教育によって自国に対するより深い理解を促進

することが示された点は，本研究における重要な意義

の一つであろう。

一方で，多文化尊重やアサーション，他者との協同

的問題解決能力に関しては，得点の有意な上昇は認め

られなかった。こうした点については，アサーション

や問題解決能力を必要とするトラプルや対人葛藤に遭

遇しなかったこと，都市化や多民族化の進んだシンガ

ポールにおいて，その国独自の文化や習慣に触れる機

会が少なかったことが可能性として挙げられる。今後

は訪問国において生徒がどのような体験をしたのかに

ついても検討し，研修旅行の体験内容が国際理解に与

える影轡についても明らかにする必要があろう。

本研究の限界と今後の課題

最後に，本研究の限界と今後の課題について述べる。

本研究において用いられた国際的資質尺度は，内的一

貰性の観点から一定の信頼性は確認されたものの，本

研究において尺度の妥当性の検討には至らなかった。

今後は近接概念との関連など尺度の妥当性についても

十分な検討を行うことが必要であろう。また調査対象

者が国立大学附属高校1校に在籍する生徒に限定され

ている点についても，今後より広範な学校における調

査を通じて，本研究の追試を実施することが課題であ

る。

本研究においては，国際教育の効果検証として， シ
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ンガボールを渡航先とした研修旅行を取り上げた。 し

かしながら，研修旅行先として選ばれた国の迩いや，

同じ渡航先であってもその中で行われる研修内容の述

いによって，その効果は大きく異なると考えられる。

さらに本研究において実施された研修旅行全体のプロ

グラムは明らかになっているものの，その中で個々の

生徒がどのような体験をしたのかについての詳細な検

討は不十分である。プログラム全体の効果だけでなく，

参加した個人がどのような体験をし，それをどのよう

に意味づけているのかについても，今後探っていく必

要がある。

また，国際教育は海外への渡航経験のみならず，そ

の多くが国内で実施されていることも忘れてはならな

い。特に近年では，教育のICT化によって，テレビ地

話等のシステムを利用し，学校にいながら海外の姉妹

校や提携校との交流が可能である 。 例えば成瀬• 永山

(2006)は，日本の高等専門学校とイギリスの中 ・翡

等学校間で行われたテ レビ会議を用いた交流について

報告し，その成果と課題を報告している。 こうした報

告は研修旅行以外の方法による国際教育の可能性を提

供するものである。国際教育における新たな教育方法

の広がりは，例えば障害を有する児甑生徒における国

際教育の可能性を拡大するものと考えられ，今後謡論

されるべき課題であろう。

付記

本研究は，平成24年度から平成26年度にかけて行われた

筑波大学附屈学校教育局プロジェクト研究 「国際的賀質を

育てる実践」の成果の一部である。また本研究の一部は，

日本教育心理学会第56回総会において発表された。
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